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総合文化ホール開館1周年

小曽根 真
ピアノ ソロ コンサート

ウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザ



～市民と共に文化を創る～
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グランドオープン！
M I Y A K O N O J O  G E N E R A L  C U L T U R A L  H A L L

プレオープン
イベント開催

開 館  1周年記念  特 集
都 城 市 総 合 文 化 ホ ー ル

市民運営委員会

創作練習棟利用開始

市民ミュージカル

市民ミュージカル実行委員会

テレビ・ラジオスタジオ完成

小学校でワークショップ

　昨年10月にグランドオープンした都城市総合文化ホール
MJ。これまでにのべ約８万人が来館しました。足を運んで
いただいた皆さん、ありがとうございます。
　おかげさまで「MJ」という愛称も浸透し、公演鑑賞以外
にも、会議、練習、展示会など、いろいろな形でご利用い
ただいています。

　この１年、MJは市民の皆さんに支えられてきました。市
民の参画のもと、市民に密着し、生きた施設としてこれか
らも成長し続けます。
　これからもすべての市民の皆さんに楽しんでいただける
バラエティに富んだラインアップをご用意しています。ど
うぞご期待下さい！

出演者総勢300人の大所帯となった市民ミュージカル「マリアとト
ラップ一家」。舞台は合唱とソリストと２台のピアノというシンプ
ルな構成でありながら、そこには熱いエネルギーが満ちていまし
た。１年以上前から実行委員会が発足し、合唱の練習を重ねてき
ました。ご覧になった方は、その成果を充分に感じることができ
たでしょう。

市民が由紀さおりさん・
安田祥子さんと共演。
このコンサートのため
にオーディションで選
ばれた市民約30人が出
演。貴重な経験となり
ました。

「珍しいキノコ舞踊団」（東京）
メンバーによるダンスワーク
ショップが行われました。
このようにホールの外でもイ
ベントを行っています。

一般公募で選ばれた市民約30人が１年前から準備
を進め、グランドオープンの前後２週間で開催さ
れたさまざまな開館記念イベントを企画実施し
ました。

宝塚歌劇　宙組
「バレンシアの熱い花」
「宙 FANTASISTA！！」
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タラス・シェフチェンコ記念
ウクライナ国立バレエ

キエフ・バレエ
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●開 催 日／平成19年11月23日（金・祝）
●時　　間／〔昼の部〕14：00（13：30開場）
　　　　　　〔夜の部〕18：00（17：30開場）
●開催場所／都城市総合文化ホール
　　　　　　大ホール「きりしま」
●チケット／発売中
　　　　　　全席指定　Ｓ席：6,500円
　　　　　　Ａ席：5,000円（当日 500円高）　
　　　　　　※３歳未満入場不可
●プレイガイド
　MJチケットカウンター　（専用TEL0986-23-7190）
チケットぴあ　　　　（Ｐコード：378-406）
ローソンチケット　　（Ｌコード：86367） 
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グランドオープン！グランドオープン！グランドオープン！

M I Y A K O N O J O  G E N E R A L  C U L T U R A L  H A L L

スタニスラフ・ブーニン来館！
スタインウェイのピアノにサインを

自主発行機関誌編集委員会

ホールサポートスタッフ

会場案内、チケットもぎり、パンフ
レット配布など、来館者を迎える顔
となるホールサポートスタッフ。年
齢も性別もばらばらですが、ホール
を愛し、温かい心で来館者をお迎え
しようという気持ちは皆同じです。

機関誌「MJハーモニー」を企画編集
する委員会で、公募により選ばれた
委員が企画・取材し原稿を書いてい
ます。ホールの情報発信にも市民が
かかわっています。

●問い合わせ／㈶都城市文化振興財団 TEL 0986-23-7140

宝塚歌劇　宙組宝塚歌劇　宙組
「バレンシアの熱いバレンシアの熱い花」
「宙 宙 FANTASISTAFANTASISTA！！」！」

宝塚歌劇　宙組
「バレンシアの熱い花」
「宙 FANTASISTA！！」
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まもなく開館1周年
Congratulations!

●開 催 日／2007年12月20日（木）
●時　　間／開演 19：00（開場 18：30）
●開催場所／都城市総合文化ホール
 　　　　　大ホール「きりしま」

●チケット／発売中
　　　　　全席指定　SS席 12,000円
　　　　　Ｓ席 10,000円　Ａ席 8,000円
　　　　　Ｂ席 6,000円　（当日 500円高）
　　　　　※未就学児童入場不可
●プレイガイド
MJチケットカウンター　（専用TEL0986-23-7190）
チケットぴあ　　　（Ｐコード：379-859）
ローソンチケット　（Ｌコード：87742）

タラス・シェフチェンコ記念タラス・シェフチェンコ記念
ウクライナ国立バレエウクライナ国立バレエ

キエフ・バレエキエフ・バレエ
タラス・シェフチェンコ記念
ウクライナ国立バレエ

「くるみ割り人形  全２幕」

キエフ・バレエ
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③職員の平均給料月額および平均年齢の状況

区　分
都城市 国

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 334,100円 42.0歳 328,477円 40.4歳

技能労務職 339,500円 44.0歳 286,499円 48.4歳

④職員の初任給の状況

区　分
都城市

国
初任給 採用２年経過日

大学卒 170,200円 178,600円 
本市と同額

高校卒 138,400円 144,100円

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　分 経験年数10年
以上15年未満

経験年数15年
以上20年未満

経験年数20年
以上25年未満

大学卒 274,700円 344,500円 386,600円

高校卒 231,600円 285,100円 351,000円

⑥職員手当の状況
区　分 都城市 国

期末・

勤勉手当

期末手当 勤勉手当

す
べ
て
本
市
と
同
額

６月期 1.4月 0.725月

12月期 1.6月 0.725月

計 3.0月 1.45  月

職制上の段階などによる加算措置あり

退職手当

自己都合 定年

勤続 20年 23.5 月分 30.55 月分

勤続 25年  33.5 月分 41.34 月分

勤続 35年 47.5 月分 59.28 月分

最高限度 59.28 月分 59.28 月分

その他の加算措置
定年前早期退職特例措置　２～ 20％加算

扶養手当 配偶者　 　　月額 13,000 円
配偶者以外　 １人につき月額 6,000 円

住居手当
借家　最高月額 27,000 円
持家　月額 2,500 円
　　　（新築・購入から５年間のみ）

通勤手当
交通機関利用者　最高月額55,000円
交通用具利用者　月額2,000円～24,500円
（片道２㌔以上）

※表③～⑥は、平成19年4月1日現在のものです

①人件費の状況（平成17年度普通会計決算）

※人件費には、職員給与のほか特別職や各種委員会委員の報
　酬などが含まれています

②給与費の状況（平成19年度普通会計予算）

※給与費とは、一般職と特別職の給与のことです

その他
600億3,721万7千円
（82.3％）

人件費
129億5,227万円
（17.7％）

給料
60億7,469万9千円
（55.4％）

職員手当
23億6,348万1千円
（21.5％）

期末・勤勉手当
25億2,859万4千円
（23.1％）

市
職
員
の

給
与
・
定
員
状
況

市
職
員
の
給
与
・
定
員
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
職
員
の
給
与
や
定
数
は
、
民
間
給
与
実
態
調
査
に
基
づ
い
た
人
事
院
勧
告

を
受
け
て
定
め
ら
れ
て
い
る
国
家
公
務
員
の
給
与
な
ど
に
準
じ
て
、
条
例
や

規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ

　

給
与
に
つ
い
て
は　
　
　

職
員
課　

☎
23-

2
1
1
9

　

定
数
に
つ
い
て
は　

行
政
改
革
課　

☎
23-

7
1
6
1

参考／平成16年度人件費割合：16.6％
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⑨部門別職員数の状況【各年4月1日現在　▲は減員】

区　分 平成18年 平成19年 増　減　の　理　由　など増 減 差引 職員数

一　

般　

行　

政　

部　

門

議　会 11 － － － 11

総　務 312 13 28 ▲15 297

（増）技術検査課の設置、総合計画などの計画策定業務や危機管理関係業  
　　  務の増、後期高齢者医療広域連合への派遣などによる増
（減）ＩＳＯ推進室の廃止、総合支所の総務関係業務の集約、財務部・会
　　  計課分室の廃止、退職者の増加に伴う欠員などによる減

税　務 99 19 1 18 117 （増）総務部門との費目区分の見直しなどによる増（減）退職者の増加に伴う欠員による減

民　生 232 5 8 ▲3 229 
（増）地域支援関係業務の増
（減）総合支所の民生関係業務の集約、保育児童館の休止、退職者の増加
　　  に伴う欠員などによる減

衛　生 167 2 14 ▲12 155
（増）クリーンセンター建設関係業務の増
（減）し尿処理施設運営の一部を民間委託、健康増進施設関係業務の減、
　　  退職者の増加に伴う欠員、費目区分の見直しなどによる減

労　働 － － － － －

農　水 139 － 8 ▲8 131 （減）課の統廃合および農村整備関係業務の減、総合支所の林務関係業務　　  の集約、退職者の増加に伴う欠員などによる減

商　工 23 2 1 1 24 （増）商工部の設置、県への派遣による増（減）退職者の増加に伴う欠員による減

土　木 156 － 9 ▲9 147 （減）課の統廃合、土木・区画整理関係業務の減、退職者の増加に伴う欠　　  員による減

小　計  1,139  41 69 ▲28 1,111

特
別
行
政
・
公
営
企
業
等
会
計
部
門

教 育 202 2 8 ▲ 6 196 （増）島津家史料目録作成関係業務の増（減）市史編さん関係業務の終了、退職者の増加に伴う欠員などによる減

消 防 173 9 － 9 182 （増）前年度退職者の補充および次年度退職者を見込んだ採用数の増

水 道 67 － 1 ▲ 1 66 （減）退職者の増加に伴う欠員による減

下水道  41 － － － 41

その他 90 － 9 ▲ 9 81  （減）総合支所の国民健康保険、介護保険関係業務の集約などによる減

小 計  573 11 18 ▲ 7 566

総合計  1,712 52 87 ▲ 35 1,677

※職員数は一般職に属する職員数（教育長を含む）であり、地方公務員の身分を保有する休職者や派遣職員などを含み、臨時職員
および非常勤職員を除いています

⑩職員の処分の状況
　平成 18 年度に休職処分された職員のうち育児休業以外の職員は 12 人で、処分理由は 12 人とも病気休職となっ
ています。懲戒処分を受けた職員総数は 10 人（免職 1人、停職 3人）であり、処分理由は交通法規違反、不適正
な事務執行などとなっています。

本市の人事制度の概況は、「都城市人事行政の運営等の状況に関する条例」に基づき、ホームページの
「市政情報」≫「人事行政・職員採用」に掲載していますので、そちらもご覧ください。
市ホームページＵＲＬ　http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp/

⑧特別職の給料・報酬の状況
区　分 給与・報酬 期末手当

市長 940,000 円

支給割合 
　６月期　1 . 6月分
12月期　1.75月分
　　計　 　3.35月分

副市長（総括担当） 755,000 円
副市長（事業担当） 675,000 円
区　長 600,000 円
議　長 500,000 円
副議長 420,000 円
議　員 400,000 円

※表⑦、⑧は平成 19年７月１日現在のものです

⑦一般行政職の級別職員数の状況
区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１級

主事・技師
75人 7.6％

２級 95人 9.7％
３級 主査 179人 18.2％
４級 主幹・副主幹・主査 361人 36.8％
５級 課長・主幹 166人 16.9％
６級 課長 92人 9.4％
７級 部長 14人 1.4％
計 982人 100％
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一
般  

質
問

　

6
月
議
会
で
は
、
6
月
21
日
か

ら
27
日
ま
で
の
5
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
21
人
の
議

員
が
市
政
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

■
風
水
害
時
の

　
　
　
　

総
合
避
難
所

台
風
襲
来
の
時
期
で
あ
り
、
防
災

対
策
は
万
全
で
あ
る
か
を
再
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
避
難
所
の

開
設
場
所
が
市
民
へ
周
知
徹
底
さ

れ
て
い
る
か
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
万
全
の

備
え
が
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、

風
水
害
に
つ
い
て
は
、
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
生
命

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
避
難

場
所
を
周
知
す
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
で

は
毎
年
、
出
水
期
を
前
に
広
報
都

城
に
防
災
情
報
と
総
合
避
難
所
の

一
覧
表
を
掲
載
し
て
お
り
、
今
年

は
４
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

避
難
所
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
避
難
所

を
掲
載
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
を
来

年
度
早
々
に
全
戸
配
布
し
て
、
周

知
を
図
り
、
防
災
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
■
都
城
市
新
指
定

　
　
　
　

ご
み
袋
制
度

価
格
お
よ
び
収
集
場
の
管
理
を
含

め
、
ご
み
袋
の
問
題
は
今
後
ど
う

な
る
の
か
。

　

ご
み
袋
の
販
売
方
法
や
価
格
、

収
集
場
所
の
管
理
が
本
庁
管
内
と

総
合
支
所
管
内
で
取
り
扱
い
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
公
平
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
面
か
ら
好
ま

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
18
年
3
月
に

一
般
廃
棄
物
減
量
化
推
進
対
策
検

討
会
を
設
置
し
て
検
討
い
た
だ

き
、
そ
の
提
言
を
受
け
て
、
平
成

19
年
1
月
に
新
市
に
お
け
る
指
定

ご
み
袋
制
度
計
画
案
を
策
定
し
ま

し
た
。
合
併
協
定
項
目
で
は
、
合

併
後
1
年
を
め
ど
に
調
整
・
統
一

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
市
民
の
十
分
な
理
解
を
得
る

た
め
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や

説
明
会
な
ど
を
実
施
し
、
周
知
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
指

定
ご
み
袋
制
度
の
導
入
時
期
を

平
成
20
年
4
月
ま
で
延
期
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
各
地
区
の
自
治

公
民
館
長
会
議
な
ど
で
、
導
入
時

期
を
急
ぎ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
や
都
城
市
環
境
衛

生
推
進
連
絡
協
議
会
理
事
会
で
の

意
見
聴
取
を
図
る
べ
き
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
新
制
度
案

は
一
度
凍
結
し
、
こ
れ
ま
で
の
意

見
を
踏
ま
え
た
議
論
を
重
ね
、
新

し
い
方
向
性
を
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り

6
月
議
会

19
年
度
補
正
予
算 

2
件

【
一
般
会
計
】

5
、
3
9
9
万
5
千
円

　

老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
な
ど

【
特
別
会
計
】

3
、
7
3
4
万
円

　

老
人
保
健
特
別
会
計

条
例
の一
部
改
正 

10
件

□
都
城
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

□
都
城
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

□
都
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
ほ
か

7
件

そ
の
他 

12
件

□
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　

て
ほ
か
10
件

諮
問 

3
件

□
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
議
会
の
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
３
件

議
員
提
出
議
案 

1
件

□
「
最
低
保
障
年
金
制
度
」
の
創

設
を
求
め
る
意
見
書

請
願 

1
件

□
都
城
市
学
校
生
活
介
助
員
事
業

に
関
す
る
要
綱
の
見
直
し
に
つ

い
て
の
請
願
書

報
告 

11
件

□
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
に

つ
い
て
8
件

□
平
成
18
年
度
都
城
市
一
般
会
計

予
算
継
続
費
繰
越
計
算
書
の
報

告
に
つ
い
て
ほ
か
２
件

平
成
19
年
第
3
回
市
議
会
が
、
6
月
14
日
か
ら
7
月
4
日
ま
で
の
21
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
19
年
度
都
城
市
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
24
件
、
諮
問
3
件
、
議
員
提
出
議

案
1
件
、
請
願
1
件
、
報
告
11
件
の
合
計
40
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た

結
果
、
議
員
提
出
議
案
1
件
を
否
決
し
た
ほ
か
は
、
議
決
・
同
意
さ
れ

ま
し
た
。



7　Miyakonojo City Public Relations 2007.9

■
南
九
州
大
学
の

　
　
　

受
け
入
れ
準
備

受
け
入
れ
に
つ
い
て
賛
否
両
論

あ
っ
た
が
、
受
け
入
れ
る
こ
と
が

決
定
し
た
以
上
、
開
学
す
る
平
成

21
年
4
月
ま
で
に
、
有
形
無
形
の

受
け
入
れ
準
備
を
整
え
、
大
学
と

地
域
の
結
び
つ
き
を
確
た
る
も
の

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
は
南
九
州
大
学
と

地
域
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り
、

ど
の
よ
う
な
分
野
で
の
協
働
・
協

創
を
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
の
か
。
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
し

て
、
そ
の
体
制
づ
く
り
を
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。　
　
　
　
　

　

教
育
研
究
機
関
で
あ
る
大
学
に

は
、
多
く
の
知
的
資
源
が
集
積
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
地
域
の
た

め
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
地
域

で
必
要
と
さ
れ
る
知
的
資
源
に
関

す
る
専
門
性
を
高
め
、
協
働
に
よ

る
新
た
な
知
的
資
源
を
創
造
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

ま
た
、
南
九
州
大
学
の
教
育
研

究
理
念
は
、
食
・
緑
・
環
境
に
関

す
る
基
礎
的
、
応
用
的
研
究
を
進

め
、
専
門
分
野
に
お
い
て
、
社
会

に
貢
献
、
寄
与
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
事
業
者
や
行
政
と
協

働
し
て
こ
ら
れ
た
地
域
づ
く
り
の

団
体
に
加
え
、
大
学
に
も
参
画
し

て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
生
か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
安
心
・
安
全
の
地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
学
を
支
援
す
る
組
織
づ
く
り
に

対
す
る
市
の
取
り
組
み
方
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。
大
学
と
市
民

の
結
束
を
高
め
、
大
学
が
都
城
市

民
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
応

援
組
織
づ
く
り
の
具
体
的
内
容
を

説
明
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

応
援
組
織
づ
く
り
と
し
て
、
大

学
応
援
団
協
議
会
（
仮
称
）
の
設

立
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

南
九
州
大
学
を
地
域
に
開
か
れ
た

教
育
機
関
と
し
て
官
民
一
体
と

な
っ
て
後
押
し
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、

ま
だ
大
学
と
は
直
接
協
議
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
開
学
に
向
け
て
歓
迎

の
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
開
学
後
は
、
学
生

の
就
職
先
の
紹
介
や
ア
ド
バ
イ

ス
、
大
学
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
に
も

協
力
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
学
応
援
団
協
議
会（
仮
称
）

の
組
織
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
行
政
や

団
体
、
企
業
が
主
体
と
な
っ
て
立

ち
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
地
元
の

大
学
と
し
て
愛
し
て
い
こ
う
と
い

う
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主
役
に

な
っ
て
い
た
だ
い
て
、
大
学
が
成

長
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
な
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
設
立

は
今
秋
を
め
ど
に
し
て
い
ま
す
。

　

都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
大
学

通
り
会
の
皆
さ
ん
も
活
動
を
活
発

に
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
の

で
、
そ
ち
ら
と
も
協
力
し
合
い
な

が
ら
、
進
め
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

大
学
が
地
域
と
密
接
に
結
び
つ
い

て
協
働
・
協
創
を
行
え
る
よ
う
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
そ
の
ほ
か
の
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
組
織
に

声
を
掛
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

で
き
る
こ
と
を
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
う
機
会
は
計
画
し
て

い
る
の
か
。

　

現
在
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
し

て
い
る
人
、
研
究
機
関
、
企
業
、

Ｊ
Ａ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の

人
に
大
学
の
応
援
団
に
な
っ
て
い

た
だ
け
な
い
か
と
声
を
掛
け
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
大
学
と

の
交
流
が
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
大
学
の
先
生
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
都
城
圏
域

産
学
官
交
流
会
を
5
月
24
日
に
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
6
月
20
日

に
開
催
さ
れ
た
霧
島
工
業
ク
ラ
ブ

の
通
常
総
会
で
、
特
別
講
演
会
と

し
て
、
大
学
の
園
芸
学
科
の
先
生

に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
市
町
村

基
金
運
用
事
業
の
中
で
平
成
19
年

度
中
に
4
回
程
度
の
園
芸
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
市
民
講
座
を
開
設
し
、
大

学
の
先
生
に
協
力
い
た
だ
く
こ
と

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
都
城
市
国
土
利
用
計

画
審
議
会
委
員
、
都
城
新
ブ
ラ
ン

ド
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
、
都

城
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
委
員
と
し
て
、
大
学
の
先
生

を
派
遣
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
民
間
団
体
の
「
環

境
結
い
ネ
ッ
ト
都
城
」
の
月
例
会

に
大
学
の
先
生
が
参
加
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

協
働
・
協
創
も
大
事
だ
が
、
大
学

が
最
も
支
援
を
望
ん
で
い
る
の

は
、
大
学
の
Ｐ
Ｒ
と
学
生
募
集
で

は
な
い
か
と
思
う
。
こ
れ
に
対
す

る
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

大
学
の
運
営
で
、
や
は
り
基
本

的
に
は
学
生
が
確
保
で
き
る
か
と

い
う
の
が
一
番
大
き
な
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
協
力

で
き
る
こ
と
は
、
広
報
で
の
Ｐ
Ｒ

や
い
ろ
い
ろ
な
会
議
な
ど
で
の
Ｐ

Ｒ
活
動
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
日
、
各
部
長
や
担
当
者

が
、
宮
崎
お
よ
び
高
鍋
キ
ャ
ン
パ

ス
の
視
察
と
大
学
側
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
自
治
体

と
し
て
大
学
を
活
用
で
き
る
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と
い
う
感
触

を
得
ま
し
た
。
活
用
す
る
こ
と
で

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
れ
ば

よ
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

傍
聴
に

　

お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
3
月
、
6
月
、
9
月
、

12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、
市

民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
6
階

に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
席
は
皆
さ
ん

の
座
席
で
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問　

議
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
23-

7
8
6
9
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医
療
費
の
伸
び
と

国
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

　

急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
の

中
で
、
国
民
の
安
心
の
基
盤
で
あ

る
皆
保
険
制
度
を
維
持
し
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
医
療
費
の
伸
び
と

国
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
19
年
10
月
か
ら

老
人
保
健
の
一
部
と
、
平
成
20
年

4
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
一
部

が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

今
回
の
変
更
点

　

今
回
の
主
な
変
更
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
高
齢
受
給
者
の
年
齢
引
き

下
げ
」、「
退
職
者
医
療
制
度
の
一

部
廃
止
」、「
老
人
保
健
制
度
の
75

歳
か
ら
の
適
用
」、「
国
民
健
康
保

険
の
自
己
負
担
見
直
し
」
の
４
つ

で
、
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

高
齢
受
給
者
の

　
　

年
齢
引
き
下
げ

　

高
齢
受
給
者
の
対
象
年
齢
が
65

歳
か
ら
74
歳
（
平
成
20
年
3
月
31

日
ま
で
は
、70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
）

に
な
り
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
65
歳
か
ら

69
歳
ま
で
は
３
割
、
70
歳
か
ら
74

歳
ま
で
は
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て

2
割
、ま
た
は
3
割
と
な
り
ま
す
。

２　

退
職
者
医
療
が

　
　

変
わ
り
ま
す

　

65
歳
以
上
の
退
職
者
医
療
制
度

は
平
成
20
年
3
月
31
日
に
廃
止
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
の
人

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
退
職
者
医
療

の
人
も
、
平
成
20
年
3
月
31
日
に

廃
止
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
に

つ
い
て
は
、
保
険
証
の
有
効
期
限

が
平
成
20
年
3
月
31
日
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
を

3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

３　

老
人
保
健
制
度
は

　
　

75
歳
か
ら
適
用

　

昭
和
7
年
10
月
１
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
は
75
歳
の
誕
生
日
の
翌

月
（
誕
生
日
が
1
日
の
人
は
そ
の

月
）
か
ら
老
人
保
健
制
度
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
75
歳
未
満

で
老
人
医
療
適
用
の
人
は
、
平
成

20
年
3
月
31
日
ま
で
引
き
続
き
適

用
さ
れ
ま
す
。

　

75
歳
に
該
当
す
る
人
に
は
、
詳

細
を
文
書
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
老

人
保
健
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
施
行

さ
れ
ま
す
。
制
度
の
内
容
に
つ
い

て
は
広
報
都
城
2
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。

国
民
健
康
保
険
と

老
人
保
健
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

４　

医
療
機
関
窓
口
で
の

　
　

自
己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

※
自
己
負
担
割
合
が
軽
減
（
2
割
）
と
な
る
対
象
年
齢
が
、
義
務
教
育
就
学
前

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す

※
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
は
、
１
割
か
ら
2
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

現役並み所得者は
3割負担

現役並み所得
者は3割負担 現役並み

所得者は
3割負担

０歳～2歳 3歳～69歳 70歳以上

平成20年3月末まで

０歳～就学前 就学後～69歳 70歳～74歳 75歳以上

平成20年4月から

２割負担
３割負担

１割負担

２割負担 ２割負担
３割負担

１割負担

●
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課

　
　
　
　
　
　
　

給
付
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
3
4
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早
め
の
接
種
を
！

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

●
対
象
者

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人
、
ま
た
は

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
ま

た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常
生
活
活
動
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
が
あ

る
人
、
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

●
実
施
期
間

　

10
月
1
日
㈪
〜
12
月
31
日
㈪

※
原
則
と
し
て
各
医
療
機
関
の
診
療
時
間

　

の
範
囲
内

●
実
施
回
数　

実
施
期
間
中
に
1
人
1
回

●
接
種
料
金　

1
、2
0
0
円

　

予
防
接
種
を
受
け
た
医
療
機
関
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い

※
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
人
は
接
種
料

　

金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
保
護
受
給
証
明

　

書
を
医
療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
実
施
医
療
機
関

　

下
記
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い●
問
い
合
わ
せ

　

健
康
長
寿
課　

☎
23-

2
7
6
5

インフルエンザ予防接種実施医療機関 （平成19年 8 月 6 日現在）

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
都　　城　　市 ※すみ産婦人科医院 23－1152 　宗正病院 ２２－４３８０

　あきづき医院 ３６－０５３４ 　瀬ノ口医院 25－５１５５ 　村上循環器内科クリニック ２５－２７００
※あきと内科胃腸科 ４６－５５００ 　瀬ノ口内科放射線科医院 ２５－７７８０ ※もちお蛯原医院 ２１－５３５５
　有川医院 ２４－６６７７ 　園田光正内科医院 ３８－５１１５ ※森外科医院 ２２－２１０２
※有馬医院 ２３－２６１０ ※たかお浜田医院 ２２－８８１８ 　森山内科クリニック ２１－５０００
　安藤胃腸科外科医院 ３９－２２２６ ※たき心療内科クリニック ４６－９１９１ ※柳田病院 ２２－４８５０
　飯田整形外科クリニック ４６－５１１５ 　田口循環器科内科クリニック ２４－０６００ ※柳田クリニック ２２－４８６2
　池之上整形外科 ２３－２３１１ 　竹田内科医院 ３８－１０３６ 　やの耳鼻咽喉科 ２７－５２２２
※いそいち産婦人科医院 ２２－４５８５ ※橘病院（入院患者のみ） ２３－７２３６ 　山内小児科医院 ２２－００４８
　いづみ内科医院 ２２－７１１１ 　田中内科医院 ２３－５８７２ 　ゆうクリニック ４６－６１００
※稲津医院 ２３－７５０１ ※土井外科医院 ２２－１８２５ ※よしかわクリニック ２３－９３８４
　宇宿医院 ２５－９０３１ 　とくとめクリニック ２６－１８２０ ※吉松病院 ２５－１５００
　鵜木循環器科内科医院 ２６－０００８ ※戸嶋病院 ２２－１４３７ ※西岳診療所 ３３－１５１０
　海老原記念病院 ２２－２２４０ ※都北鮫島クリニック ３８－６０６０ ※大岐医院 ５７－２０２５
※おおくぼクリニック ２６－１５００ 　冨田医院 ２３－４５８６ 　志々目医院 ５７－２００４
※大島整形外科医院 ３８－０５６１ ※ながはま整形外科 ４６－７１８８ 　出水医院 ５９－９４２４
　大橋クリニック ３７－０５３９ 　西浦病院 ２５－１１１９ 　政所医院 ５８－２１７１
　柏村内科 ２２－２６１６ ※西平外科胃腸科医院 ２５－５５５１ ※吉見病院 ５８－２３３５
　仮屋医院 ３６－０５２１ 　野口脳神経外科 ４７－１８００ ※吉見クリニック ５８－５６３３
　仮屋外科胃腸科医院 ２５－７７１２ 　野辺医院 ２２－０１５３ ※海老原内科 ６４－１２１１
　川畑医院 ４６－３２２５ 　はしぐち小児科 ２４－５５００ 　山路医院 ６４－３１３３
　河村医院 ３９－５８６８ ※花房泌尿器科医院 ２５－１１７７ 　山田医院 ６４－２８１６
　北原医院 ２２－４１３３ ※浜田医院 ２２－１１５１ ※教山内科医院 ６２－１２０５
　共立医院 ２２－０２１３ 　はまだクリニック ４５－２２６６ ※佐々木医院 ６２－１１０３
　久保原田中医院 ２２－７７００ ※速見泌尿器科医院 ２４－８３４４ 　隅病院 ６２－１１００
　黒松病院 ３８－１１２０ 　原田医院 ２６－３３３０ 北 諸 県 郡 三 股 町
※ケイオ－クリニック ４６－４５００ 　福島外科胃腸科医院 ３８－１６３３ 　一心外科医院 ５２－７７８８
※児玉小児科 ２５－５５７０ 　ふくしまクリニック ４６－５００１ 　岩下耳鼻咽喉科 ５１－１１８７
　小牧病院 ２４－１２１２ ※福田クリニック ４６－１１２２ 　坂田医院 ５１－２００３
※坂元医院 ２２－０３６０ ※藤元上町病院 ２３－４０００ ※大悟病院 ５２－５８００
　相良内科医院 ２２－４０８６ 　藤元早鈴病院 ２５－１２１２ 　たけしたこども医院 ５１－０００５
　三州病院 ２２－０２３０ ※藤元病院 ２５－１３１５ 　田中隆内科 ５２－０３０１
　しげひらクリニック ２７－５５５５ ※ベテスダクリニック ２２－１７００ 　とまり内科外科胃腸科医院 ５２－１１３５
※下長飯クリニック ３９－０８００ 　豊栄クリニック ３９－２５２５ ※永井整形外科 ５１－１１２２
※庄内医院 ３７－０５２２ 　松山医院 ２４－１０４６ ※長倉医院 ５２－２１０９
※庄内田中医院 ３７－０５０７ ※マドコロ外科医院 ２２－０１３８ 　畠中医院 ５２－６０００
※城南病院 ２３－２８４４ ※丸田病院 ２３－７０６０ ※山下医院 ５２－１３４８
※城南クリニック ２６－３６６２ 　三嶋内科 ２４－７１７１ ※三股町国民健康保険病院 ５２－１１５５
※都城新生病院 ２２－０２８０ ※宮永病院 ２２－２０１５
※印のついている医療機関は予約が必要です 
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活火山

を正しく知ろう！霧
島
山霧

島
山
　

宮
崎
・
鹿
児
島
県
境
に
位
置
す

る
霧
島
山
は
、
現
在
、
雄
大
な
景

観
や
温
泉
、
湧
水
な
ど
の
恵
み
を

も
た
ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
新
燃
岳
の
小
噴
火
（
平
成

３
年
）、御
鉢
で
の
噴
気
発
生
（
平

成
16
年
）
な
ど
、
比
較
的
活
発
な

活
動
を
続
け
て
い
る
活
火
山
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
17
年
に
関
係

行
政
機
関
が
県
境
を
越
え
て
連
携

し
、「
霧
島
山
火
山
防
災
連
絡
会
」

や
「
霧
島
山
火
山
防
災
検
討
委
員

会
」
を
組
織
し
て
防
災
体
制
の
構

築
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
平
成
19

年
度
か
ら
は
、「
火
山
噴
火
緊
急

減
災
対
策
砂
防
計
画
」
の
策
定
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
こ
う

し
た
取
り
組
み
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
25
日
㈭

　
　
　
　

13
時
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容

【
特
別
講
演
】

　

鹿
児
島
大
学
准
教
授　

井
村
隆

介
さ
ん
に
よ
る
講
演

　

霧
島
山
の
大
噴
火
を
題
材
に
し

た
Ｓ
Ｆ
小
説
「
死
都
日
本
」
を
素

材
に
、
霧
島
山
の
今
を
紹
介
し
ま

す
。

【
事
例
紹
介
・
研
究
発
表
】

◎「
霧
島
山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」の

作
成
過
程
の
紹
介　

　

全
国
の
火
山
周
辺
の
自
治
体
で

は
、
火
山
災
害
か
ら
住
民
や
観
光

客
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
火

山
防
災
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
「
霧
島

山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
成
過

程
に
つ
い
て
そ
の
現
状
を
紹
介
し

ま
す
。

◎
私
た
ち
も
考
え
た

「
霧
島
山
火
山
防
災
マ
ッ
プ
」

　

今
年
の
４
月
か
ら「
霧
島
山
火

山
防
災
マ
ッ
プ
」
の
作
成
に
か
か

わ
っ
て
い
る
都
城
農
業
高
等
学
校

の
生
徒
た
ち
が
研
究
発
表
を
行
い

ま
す
。

【
座
談
会
】

テ
ー
マ「
火
山
防
災
に
お
け
る

　
　
　

 

地
域
連
携
に
つ
い
て
」

　

長
峯
市
長
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

参
加
し
、
火
山
防
災
体
制
の
強
化

に
向
け
た
地
域
連
携
の
重
要
性
や

啓
発
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
。

火
山
活
動
の
現
状

そ
し
て
今
後
の
火
山
防
災
対
策

２
０
０
７　

火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

テ
ー
マ「
火
山
を
知
り
、
火
山
と
共
に
生
き
る
」

全
国
の
活
火
山
周
辺
の
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
開
か
れ
て
い
る
火
山
砂
防

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
今
年
は
都
城
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と

の
山
「
霧
島
山
」
も
活
火
山
で
あ
り
、
噴
火
に
備
え
て
周
辺
の
自
治
体
が
国

や
県
と
と
も
に
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

そ
し
て
「
災
害
は
忘
れ
た
く
て
も
や
っ
て
く
る
」
…
。
こ
の
機
会
に
火
山
防
災
へ

の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
知
り
、
い
ざ
と
い
う
と
き
正

し
い
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

参加無料
10月25日（木）
 13：00～

日時

都城市総合文化ホール
中ホール場所

●問い合わせ
　維持管理課　☎23-2752

明治 44年ごろ撮影された御鉢噴火の様子

都城市
高千穂峰

御鉢

中岳

新燃岳

韓国岳

大幡池 大幡山
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定
期
点
検
は
年
３
回

　

清
掃
工
場
で
は
、
毎
日
2
基
の

焼
却
炉
を
24
時
間
体
制
で
運
転
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
事
故
な

ど
に
よ
っ
て
焼
却
炉
が
停
止
し
な

い
よ
う
、
毎
年
3
回
（
2
月
、
6

月
、
10
月
）
の
定
期
点
検
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
な
ど
の
減
量
化
に
も

ご
協
力
く
だ
さ
い

  

2
月
と
6
月
の
定
期
点
検
は
焼

却
炉
の
1
基
を
止
め
て
行
う
た

め
、
ご
み
の
焼
却
能
力
が
通
常
の

半
分
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
点

検
期
間
中
は
生
ご
み
な
ど
の
日
常

生
活
ご
み
だ
け
を
焼
却
し
、
剪せ

ん
て
い定

く
ず
や
草
木
、
布
団
類
な
ど
の
粗

大
ご
み
の
持
ち
込
み
を
規
制
し
て

い
ま
す
。

  

今
回
（
10
月
）
の
点
検
は
、
焼

却
炉
を
2
基
と
も
止
め
て
行
う
た

め
、
期
間
中
は
日
常
生
活
ご
み
を

含
め
、
ご
み
の
焼
却
が
全
く
で
き

な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

  

搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
、
清
掃
工

場
内
の
ご
み
ピ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る

施
設
に
貯
留
さ
れ
ま
す
が
、
施
設

の
容
量
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、

点
検
期
間
中
は
粗
大
ご
み
の
搬
入

規
制
と
と
も
に
、
生
ご
み
な
ど
の

日
常
生
活
ご
み
に
つ
い
て
も
、
で

き
る
限
り
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

  

ま
た
、
生
ご
み
な
ど
水
分
の
多

い
ご
み
は
、
燃
焼
し
に
く
く
焼
却

能
力
が
低
下
す
る
た
め
、
灯
油
を

追
加
し
て
助
燃
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
経
費
節
減
の
た
め
に
も
、

生
ご
み
な
ど
を
出
す
時
は
水
切
り

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

  分
別
の
徹
底
で
ご
み
の
減
量
化
を

　

昭
和
57
年
の
開
設
以
来
、
清
掃

工
場
に
搬
入
さ
れ
る
ご
み
は
年
々

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

昨
年
度
搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
開
設

時
の
約
３
倍
に
達
し
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
昨
年
搬
入
さ
れ
た
ご

み
の
約
12
㌫
は
、
燃
や
せ
る
ご
み

の
中
に
混
入
し
た
ビ
ニ
ー
ル
類
な

ど
の
燃
や
せ
な
い
ご
み
で
あ
り
、

こ
う
し
た
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
、
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
も
の
を
取
り
出
し

て
い
く
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

よ
く
あ
る

ご
み
に
つ
い
て
の
質
問

Ｑ
．
木
の
枝
も
持
ち
込
め
ま
す
か
？

Ａ
．
持
ち
込
め
ま
す
。
50
㌢
以
下

に
短
く
切
っ
て
持
ち
込
ん
で
い
た

だ
く
と
、
破
砕
機
に
入
れ
ず
に
捨

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
．
使
わ
な
く
な
っ
た
家
具
は
持

ち
込
め
ま
す
か
？

Ａ
．
は
い
。
木
製
家
具
な
ら
持
ち

込
め
ま
す
。
た
だ
し
、
金
属
製
の

取
っ
手
類
は
で
き
る
だ
け
取
り
外

し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
再
利
用
可
能
な
木
製
家
具
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入
で

き
ま
す

Ｑ
．
ご
み
処
理
に
は
ど
れ
く
ら
い

の
経
費
が
か
か
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
都
城
市
で
は
、
ご
み
1
㌧
当

た
り
約
2
万
3
、0
0
0
円
の
処
理

費
が
必
要
で
す
。

―
見
学
し
ま
せ
ん
か
？
―

　

清
掃
工
場
で
は
、
団
体
向
け
の

施
設
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
（
月

〜
金
曜
日
）。
見
学
を
希
望
す
る
場

合
は
、
事
前
に
清
掃
工
場
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

清
掃
工
場　

☎
23-

0
2
7
7

定期点検のため

粗大ごみなどの

　　搬入ができません

ごみピットの容量にも限界があります。
点検期間中はごみの減量化にご協力を！

清
掃
工
場
で
は
定
期
点
検
整
備
の
た
め
、
10

月
15
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で
、「
粗
大
ご
み
」

や
「
剪せ

ん
て
い定

く
ず
」「
草
木
」「
布
団
類
」
の
搬

入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

●
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　

清
掃
工
場　

☎
23-

0
2
7
7

年度別ごみ搬入量

10月15日㈪
　～11月20日㈫
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地
域
の
熱
意
と
協
力
の
成
果
を
披
露

 
花
木
あ
げ
馬

　

4
年
に
１
度
行
わ
れ
る
山
之
口
町
の
花

木
あ
げ
馬
が
、
7
月
28
日
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
あ
げ
馬
は
、
戦
勝
祈
願
が
成
就
し

た
お
礼
に
島
津
氏
が
大
名
行
列
を
仕
立
て

て
馬
を
献
上
し
た
様
子
を
再
現
し
た
民
俗

文
化
財
と
い
わ
れ
、
市
内
の
4
つ
の
神
社

に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
稚
児
に
ふ

ん
し
た
房ぼ

う

野の

颯そ
う

太た

く
ん（
山
之
口
小
1
年
）

が
ま
た
が
っ
た
献
上
馬
を
中
心
に
、
地
域

住
民
約
80
人
が
大
名
行
列
を
組
み
、
南
方

神
社
ま
で
の
道
の
り
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

神
社
で
は
役
柄
ご
と
に
独
特
の
掛
け
声
や

動
作
で
宮
入
り
し
、
大
勢
の
観
客
の
前
で

連
日
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

美
し
い
夜
空
に
咲
い
た
１
万
発

 

２
０
０
７
高
崎
夏
ま
つ
り

　

8
月
4
日
、
高
崎
総
合
公
園
で
高
崎
夏

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
活
性

化
へ
住
民
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

地
域
内
外
へ
高
崎
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

と
高
崎
町
商
工
会
が
主
催
。
当
日
は
台

風
5
号
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

広
々
と
し
た
会
場
は
家
族
連
れ
な
ど
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
自
衛
隊
音
楽
部
に
よ
る

演
奏
の
ほ
か
、
ダ
ン
ス
や
東
霧
島
龍
神
太

鼓
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え

ま
し
た
。
最
後
は
約
１
万
発
の
花
火
が

日
本
一
に
7
度
輝
い
た
美
し
い
星
空
を
彩

り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

参
加
者
す
べ
て
が
勝
者

 

第
２
回
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　

都
城
圏
域
の
小
学
5
・
6
年
生
を
対
象

に
し
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
8
月
5

日
、
久
保
原
町
の
明
和
小
学
校
と
そ
の
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
心
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
持
ち
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
欲
し

い
と
都
城
青
年
会
議
所
が
企
画
。
う
だ

る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
68
人
の
参
加
者
は

水
泳
1
0
0
㍍
、
自
転
車
5
・
6
㌔
、
マ

ラ
ソ
ン
1
㌔
の
合
計
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し

た
。
初
挑
戦
の
塚
田
脩し

ゅ
う

仁と

く
ん（
明
和
小

5
年
）は「
目
標
に
し
て
い
た
完
走
が
果
た

せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
ま
た
参
加

し
た
い
」と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

児
童
が
平
和
を
願
う
詩
を
群
読

 

戦
没
者
・
空
襲
犠
牲
者
合
同
追
悼
式

　

都
城
大
空
襲
か
ら
62
年
目
の
8
月
6

日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
戦
没
者
と
空
襲

犠
牲
者
の
合
同
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
遺
族

ら
約
9
0
0
人
が
参
列
し
て
犠
牲
者
の
霊

を
慰
め
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
遺
族
代
表

ら
の
献
花
に
続
き
、
高
城
小
の
6
年
生
72

人
が
千
羽
鶴
を
献
納
。
第
二
部
で
も
、
全

員
で
作
っ
た
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
戦
争
と

私
た
ち
の
誓
い
〜
特
攻
隊
と
都
城
大
空

襲
」
の
群
読
を
披
露
し
、「
戦
争
か
ら
人

間
の
愚
か
さ
を
学
べ
る
は
ず
。
み
ん
な
で

二
度
と
戦
争
の
起
こ
ら
な
い
平
和
な
世
の

中
を
つ
く
る
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」
と
平

和
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
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合
唱
や
吹
奏
楽
演
奏
で
歓
迎

 

江
津
中
学
校
歓
迎
式
典

　

8
月
9
日
、
姫
城
中
学
校
で
中
国
、
江

津
中
学
校
と
の
交
流
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の

歓
迎
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
中
戦
争

の
さ
な
か
、
栫か

こ
い美

穂
子
さ
ん
が
中
国
の
聶じ

ょ
う

将
軍
に
助
け
出
さ
れ
、
祖
父
母
の
い
た
都

城
に
送
り
届
け
ら
れ
た
縁
で
始
ま
っ
た
、

江
津
市
と
の
交
流
。
3
回
目
と
な
っ
た
今

年
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
10
人
の
生

徒
が
参
加
し
、
日
本
の
文
化
に
触
れ
ま
し

た
。
式
典
で
は
、
江
津
中
の
生
徒
ら
が
中

国
の
伝
統
芸
能
「
京
劇
」
や
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
。
姫
城
中

の
生
徒
も
合
唱
や
少
林
寺
拳
法
、
吹
奏
楽

の
演
奏
な
ど
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

夜
空
に
開
く
大
輪
の
花

 

山
田
の
か
か
し
村
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

　

8
月
10
日
、
山
田
の
か
か
し
村
夏
ま
つ

り
花
火
大
会
が
一
堂
ケ
丘
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
始

ま
っ
た
も
の
で
、
今
年
が
17
回
目
。
お
盆

に
帰
省
し
た
人
た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
毎
年
8
月
10
日
に
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
会
場
に
は
約
1
万
2
、0
0
0

人
が
詰
め
か
け
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
大
道
芸
や
歌
謡
シ
ョ
ー
を
楽

し
ん
だ
後
、
3
、0
0
0
発
の
花
火
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
中
島
哲
郎
実
行
委
員

長
は
「
山
田
以
外
か
ら
も
多
く
の
人
に
来

場
し
て
も
ら
い
大
成
功
で
し
た
。
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
、２
０
０
人
が
ヤッ
サ
ヤッ
サ
を
舞
う

 

第
34
回
盆
地
ま
つ
り

　

盆
地
の
夏
の
風
物
詩
、
盆
地
ま
つ
り

が
8
月
11
日
に
行
わ
れ
、
歩
行
者
天
国
と

な
っ
た
中
央
通
り
と
そ
の
周
辺
は
多
く
の

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今

年
は
地
元
出
身
の
東
国
原
知
事
も
来
賓
と

し
て
訪
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

ま
た
、
踊
り
連
に
は
企
業
や
団
体
な
ど
30

組
、
約
2
、2
0
0
人
が
参
加
。
そ
ろ
い

の
浴
衣
や
法
被
姿
の
踊
り
子
が
、
1
時
間

に
わ
た
り
正
調
安
久
節
や
サ
ン
バ
ヤ
ッ
サ

ヤ
ッ
サ
を
軽
快
に
踊
り
ま
し
た
。
4
年
ぶ

り
に
参
加
し
た
上
丸
浩
一
郎
さ
ん（
蓑
原

町
）
は
「
暑
い
け
ど
気
持
ち
い
い
汗
を
か

い
て
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

郷
愁
を
誘
う〝
ふ
る
さ
と
〞の
ま
つ
り

 

第
５
回
高
城
盆
踊
り

　

8
月
14
日
、
高
城
運
動
公
園
で
高
城
盆

踊
り
が
開
か
れ
、
町
内
の
人
や
お
盆
で
帰

省
し
た
人
た
ち
な
ど
約
3
、0
0
0
人
が
郷

愁
誘
う
真
夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

高
城
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
安
藤
武

会
長
、40
人
）が
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
も
ら
お
う
と
5
年
前
か

ら
開
い
て
い
る
祭
り
で
、
最
近
あ
ま
り
見

か
け
な
く
な
っ
た
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
の
輪

踊
り
や
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
な
ど
、
観
客

参
加
型
の
内
容
が
中
心
。
高
城
音
頭
や
炭

鉱
節
に
合
わ
せ
た
輪
踊
り
に
は
、
う
ち
わ

を
手
に
し
た
老
若
男
女
が
次
々
と
加
わ
り
、

地
元
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。



2007.9　14

６
月
に
岐
阜
県
可
児
市
で
開
催
さ
れ

た
第
3
回
全
国
高
校
生
フ
ラ
ワ
ー

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
岐
阜
県
教
育

長
賞
を
受
賞
し
た
岩
尾
智
絵
さ
ん
。
デ

ザ
イ
ン
審
査
を
通
過
し
た
全
国
の
高
校

生
約
1
0
0
人
が
参
加
し
た
大
会
で
、

見
事
に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

岩
尾
さ
ん
は
都
城
農
業
高
校
の
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
科
の
3
年
生
。
色
の
持

つ
ト
ー
ン
や
四
季
折
々
の
色
彩
な
ど

に
興
味
が
あ
り
、
学
校
で
の
園
芸
デ

ザ
イ
ン
の
授
業
が
き
っ
か
け
で
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
始
め
、
こ

れ
ま
で
も
数
々
の
大
会
に
出
場
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
入
賞
し
た
作
品
は
、

童
話
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
も
の
で
、「
空
ま
で
伸
び
る

豆
の
つ
る
を
カ
ラ
ー
の
花
で
、
雲
を

綿
で
表
現
で
き
な
い
か
な
」
と
考
え
、

豆
を
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
で
表
現
す

る
な
ど
、
主
役
や
脇
役
に
な
る
花
々
と

花
器
を
上
手
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
「
都
城
か
ら
持
参
し
た
花
材
は
全
部

で
10
㌔
以
上
。
そ
れ
を
背
負
っ
て
会
場

に
向
か
い
大
変
で
し
た
が
、
2
時
間
の

持
ち
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
集
中
し
て
制

作
で
き
ま
し
た
」
と
当
時
の
思
い
出
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の

受
賞
に
つ
い
て
「
同
じ
学
科
の
5
人
の

う
ち
誰
か
1
人
で
も
入
賞
す
る
と
良
い

な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
入
賞
で
き
た

の
も
み
ん
な
の
協
力
の
お
陰
。
枝
豆
が

岐
阜
の
特
産
で
、運
も
あ
っ
た
の
か
も
。

苦
労
し
た
け
れ
ど
報
わ
れ
て
良
か
っ
た

で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
岩
尾
さ
ん
。
現

在
は
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技
能
士
の
資
格

取
得
に
も
挑
戦
中
。
服
飾
の
専
門
学
校

へ
進
学
し
、
将
来
は
花
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
洋
服
で
い
っ
ぱ
い
の
お
店
を
持
ち
た

い
と
夢
を
語
る
岩
尾
さ
ん
で
す
。

全国高校生フラワーデザインコンテストで岐阜県教育長賞を受賞

岩尾智絵さん

Scenery of a person

入賞作品「ジャックと豆の木」
［写真提供：都城農業高校］
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学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

【
テ
ゲ
テ
ゲ
に
】

　

僕
た
ち
の
乙
房
小
学
校
は
、全
校

児
童
数
1
2
3
人
で
す
。人
数
は
少

な
い
け
れ
ど
、み
ん
な
と
っ
て
も
明

る
く
元
気
で
、1
年
生
か
ら
6
年
生

ま
で
男
女
と
も
に
仲
が
良
い
で
す
。

　

そ
ん
な
乙
房
小
の
自
ま
ん
は
、み

ん
な
明
る
く
元
気
に
大
き
な
声
で

あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
す
。地
域

の
お
じ
ち
ゃ
ん
、お
ば
ち
ゃ
ん
、道

を
歩
い
て
い
る
知
ら
な
い
人
、先

生
、友
達
な
ど
、大
き
な
声
で
あ
い

さ
つ
を
す
る
と
、み
ん
な
に
こ
っ
と

笑
っ
て
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ

る
の
で
、今
日
も
一
日
が
ん
ば
ろ
う

と
思
い
ま
す
。こ
れ
が
「
乙
房
小
の

心
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
運
動
」で
す
。

　

自
ま
ん
は
、
も
う
一
つ
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
乙
房
町
に
代
々
受

け
つ
が
れ
て
い
る
乙
房
奴
踊
り
で

す
。
乙
房
小
で
は
5
・
6
年
生
の

児
童
が
、
太
鼓
、
三
味
線
、
唄う
た

、

踊
り
の
す
べ
て
を
自
分
た
ち
で
行

い
ま
す
。
奴
踊
り
を
保
存
す
る
活

動
は
、
も
う
10
年
も
前
か
ら
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
奴
踊
り
は
6
年

生
が
5
年
生
に
教
え
、
そ
の
5
年

生
が
6
年
生
に
な
っ
た
ら
次
の
5

年
生
へ
と
引
き
つ
ぎ
、
み
ん
な
で

踊
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
味

線
や
太
鼓
は
レ
イ
ン
ボ
ー
タ
イ
ム

（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）だ
け
で

な
く
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
時
間
や
休

み
時
間
、
夜
な
ど
、
地
域
の
方
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
毎
日
の
よ
う

に
練
習
し
て
い
る
の
で
、
み
ん
な

と
っ
て
も
上
手
で
、
踊
り
の
ペ
ー

ス
に
も
ぴ
た
っ
と
合
い
ま
す
。

　

乙
房
小
は
、
こ
ん
な
す
て
き
な

所
が
い
っ
ぱ
い
の
学
校
な
の
で
、

ぜ
ひ
乙
房
小
に
来
て
、
い
い
所
を

実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

昭和23年生まれ。高木町出身。道化師。高校卒
業と同時に演劇の世界に入り、パントマイムや曲芸
を取り入れた作品を多数創作。現在は公演の傍ら
昭和音大の非常勤講師を務める。大道芸パフォー
マンス集団「どん亀座」主宰。埼玉県在住。

亀田　雪人第21回

乙房小学校
◎乙房町1707 ☎37-0706

亀
田　

雪
人 

さ
ん

（かめだ　ゆきと）

　

今
年
の
夏
は
み
や
こ
の
じ
ょ
う

子
ど
も
劇
場
の
主
催
で「
亀
ち
ゃ

ん
の
ク
ラ
ウ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
」
を
上
演
す
る
た
め
、
故
郷
の

高
木
町
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
会

場
の
体
育
館
は
暑
く
て
大
変
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
食
い
入
る

よ
う
な
ま
な
ざ
し
に
暑
さ
も
吹
き

飛
ん
で
楽
し
く
演
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
は
都
城
農
業
高
校
で
体
操
部

に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

し
ま
し
た
。そ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

プ
ロ
の
体
操
チ
ー
ム
に
入
る
た
め

上
京
。
け
れ
ど
プ
ロ
の
世
界
は
厳

し
く
す
ぐ
に
挫
折
。
そ
の
後
、
劇

団
に
入
り
ま
し
た
が
、
訛な
ま
り
が
取
れ

ず
役
者
に
な
る
こ
と
は
あ
き
ら
め

ま
し
た
。
そ
こ
で
言
葉
を
使
わ
な

い
パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
世
界
に
入
り

道
化
芸
を
目
指
し
ま
す
が
、
な
か

な
か
食
べ
て
い
け
ま
せ
ん
。
何
か

芸
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、
30
歳
の

時
に
サ
ー
カ
ス
に
入
団
。
体
操
部

で
の
経
験
が
生
き
ま
し
た
。
綱
渡

り
や
一
輪
車
、
玉
乗
り
な
ど
の
芸

を
次
々
に
修
得
し
ま
し
た
。

　

4
年
後
サ
ー
カ
ス
を
退
団
し
て

ど
ん
亀
座
を
設
立
。
世
界
で
一

番
小
さ
な
サ
ー
カ
ス「
キ
マ
グ
レ

サ
ー
カ
ス
」
を
つ
く
り
、
日
本
全

国
を
巡
業
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
公
演
回
数
も
1
、5
0
0

回
を
突
破
し
て
な
お
続
演
中
で
す
。

　

道
化
芸
は
頑
張
り
過
ぎ
ず
質
を

落
と
さ
ず
と
い
っ
た
所
で
し
ょ

う
か
。
公
演
先
で
度
「々
亀
田
さ

ん
訛
っ
て
い
ま
す
ね
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、「
都
城
生
ま
れ
で
訛
が

取
れ
な
い
ん
で
す
よ
」
と
言
う

と
、「
何
だ
か
温
か
み
が
あ
っ
て

良
い
で
す
ね
」
と
好
感
を
持
た
れ

ま
す
。
標
準
語
に
都
城
訛
を
絡
め

た
し
ゃ
べ
り
と
テ
ゲ
テ
ゲ
な
柔
軟

性
の
あ
る
演
技
、
そ
し
て
体
操
部

で
鍛
え
た
身
体
能
力
が
私
の
道
化

芸
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
さ

に
芸
は
人
な
り
で
す
。
訛
が
直
ら

ず
役
者
は
あ
き
ら
め
ま
し
た
が
、

そ
の
代
わ
り
に
道
化
師
と
言
う
仕

事
に
巡
り
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
都
城
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

を
心
か
ら
感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
テ
ゲ
テ
ゲ
に
頑
張
り
ま
す
。

Otobo Primary school Otobo Primary school 

◎
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
「
セ
ン
ダ
ン
の
木
」

明
治
27（
１
８
９
４
）年
に
学
校
が
現
在
地
に
移

転
し
た
際
に
植
え
ら
れ
た
こ
の
木
は
、
１
０
０

年
以
上
に
わ
た
っ
て
乙
房
小
を
見
守
り
続
け
て

き
ま
し
た

乙
房
小
の
自
ま
ん

６
年　

髙
橋　

慶け
い

修し
ゅ
う 

さ
ん

※この写真撮影後に来襲した台風
４号により、両木はともに倒伏
しました
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募　

集

Recruitm
ent

市
役
所
臨
時
職
員

【
保
育
士
】

●
対
象　

保
育
士
資
格
を
有
し
、
保

育
士
登
録
の
手
続
き
が
済
ん
だ
人

●
賃
金　

日
額
7
、2
0
0
円

●
定
員　

若
干
名

●
勤
務　

7
時
30
分
〜
18
時

※
交
代
に
よ
る
早
出
、
遅
出
、
土
曜

日
出
勤
あ
り

【
山
田
老
人
ホ
ー
ム
看
護
師
】

●
対
象　

准
看
護
師
ま
た
は
看
護
師

の
資
格
を
有
す
る
人

●
賃
金　

月
額
14
万
6
、3
0
0
円

●
定
員　

1
人

●
勤
務　

8
時
45
分
〜
17
時
15
分

※
交
代
に
よ
る
土
・
日
曜
日
の
出
勤

あ
り

●
申　

履
歴
書
お
よ
び
資
格
を
証
明

す
る
も
の
の
写
し
を
職
員
課
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い

※
保
育
士
は
履
歴
書
お
よ
び
保
育
士

登
録
後
に
発
行
さ
れ
る
保
育
士
証

の
写
し
を
こ
ど
も
課
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い

●
雇
用
時
期
お
よ
び
期
間　

採
用
は

不
定
期
で
、
必
要
な
時
期
に
雇
用
の

連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い

●
問　

職
員
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
9

　
　
　

保
育
士
は
、
こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
５
期
生

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
系
の
新
規
創
業
者

を
育
成
支
援
す
る
施
設
で
す
。

●
対
象

①
18
歳
以
上
で
、将
来
小
売
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
系
の
新
規
開
業
を
目
指
す

意
欲
の
あ
る
個
人
・
グ
ル
ー
プ

②
開
業
後
１
年
未
満
で
、
中
心
市
街

地
で
出
店
し
た
い
人

③
①
ま
た
は
②
の
条
件
を
満
た
し
、

商
工
会
議
所
お
よ
び
関
係
機
関
が

実
施
す
る
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
受
講
し
た
人
ま
た
は
受
講
予

定
者
、
同
等
の
知
識
を
有
す
る
人

●
場
所　

中
町
2
街
区
15
号
、
32
号

※
オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ
オ
の
南
側

●
出
店
期
間　

平
成
20
年
4
月
下
旬

〜
平
成
21
年
3
月
31
日

●
時
間　

11
時
〜
19
時

●
定
休
日　

火
曜
日

●
使
用
料　

1
店
舗
（
3
坪
）

　
　
　
　
　

月
額
1
万
円

●
共
益
費　

1
店
舗
（
3
坪
）

　
　
　
　
　

月
額
5
、0
0
0
円

※
電
気
代
な
ど
は
実
費
負
担

●
募
集
人
員　

4
人

●
申
・
問　

12
月
28
日
㈮
ま
で
に

　

商
業
観
光
課　

☎
23-

2
9
8
3

秋
祭
り
参
加
者

　

み
や
こ
ん
じ
ょ
秋
祭
り
の
出
店
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、展
示
、ス
テ
ー

ジ
発
表
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
3
日
㈯　

　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
、
神
柱

公
園

●
申
・
問　

9
月
28
日
㈮
ま
で
に
、

地
域
づ
く
り
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局　

☎
22-

8
5
9
8

都
城
市
健
康
増
進
施
設（
吉
之
元
町
）

指
定
管
理
者

　

都
城
市
健
康
増
進
施
設（
旧
神
々

の
ふ
る
さ
と
湯
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
）
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容　

指
定
さ
れ
た
日
か
ら

3
年
間
の
施
設
管
理

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項
配
布　

9
月
13
日
㈭
ま

で
健
康
長
寿
課
で
配
布

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

●
受
付　

9
月
20
日
㈭
〜
26
日
㈬
の

間
に
健
康
長
寿
課

●
現
地
説
明
会　

健
康
増
進
施
設
で

9
月
14
日
㈮　

13
時
〜

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-
3
1
0
2

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
各
科
定

員
20
人
で
す
。

【
着
付
科（
３
カ
月
）】

●
日
程

10
月
11
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日

◎
朝
の
部　

10
時
〜
12
時

◎
昼
の
部　

13
時
〜
15
時

◎
夜
の
部　

19
時
〜
21
時

●
費
用　

1
万
1
、0
0
0
円

【
洋
裁
科
】

●
日
程

①
6
カ
月
コ
ー
ス

　

10
月
4
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日　

　

10
時
〜
15
時

②
1
年
コ
ー
ス

　

10
月
6
日
㈯
か
ら
隔
週
土
曜
日

　

9
時
〜
13
時

●
費
用　

4
万
円

【
手
編
科（
１
年
）】

◎
昼
間
部　

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

10
月
2
日
㈫
か
ら
毎
週
火
曜
日

◎
夜
間
部　

19
時
〜
21
時

　

10
月
4
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日

●
費
用　

昼
間
部
5
万
円

　
　
　
　

夜
間
部
4
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
】

◎
昼
間
部（
6
カ
月
） 

9
時
〜
12
時

　

10
月
6
日
㈯
か
ら
毎
週
土
曜
日

◎
夜
間
部（
3
カ
月
） 

18
時
〜
21
時

　

10
月
1
日
㈪
か
ら
毎
週
月
・
木
曜

日
●
費
用　

4
万
2
、0
0
0
円

※
雇
用
保
険
加
入
者
は

　

3
万
7
、0
0
0
円

【
経
理
事
務
科（
３
カ
月
）】

●
日
程　

11
月
1
日
㈭
か
ら
毎
週

火
・
木
曜
日　

18
時
30
分
〜
21
時

●
費
用　

3
万
円　

※
雇
用
保
険
加
入
者
は

　

2
万
5
、0
0
0
円
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【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
６

カ
月
）】

●
日
程

①
10
月
5
日
㈮
か
ら
隔
週
金
曜
日

②
10
月
13
日
㈯
か
ら
隔
週
土
曜
日

9
時
〜
12
時

●
費
用　

2
万
1
、0
0
0
円

●
問　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　

☎
23-

2
3
1
6

 

催　

し

Event

男
女
共
同
参
画
講
演
会（
無
料
）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
た

め
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
22
日
㈯　

　
　
　
　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

思
春
期
相
談
室
リ
プ
ロ
代

表　

小
牟
田
久
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
性
と
女
性
の
人
権
」

●
定
員　

70
人　

※
要
申
込

●
そ
の
他　

無
料
託
児
あ
り

●
申
・
問　

9
月
18
日
㈫
ま
で
に

　

生
活
文
化
課　

☎
23-

2
1
2
1

自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展
示

　

9
月
10
日
㈪
〜
16
日
㈰
の
自
殺
予

防
週
間
に
ち
な
み
、
自
殺
予
防
の
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
25
日
㈫
〜
28
日
㈮

●
場
所　

市
役
所
1
階
市
民
サ
ロ
ン

●
問　

障
害
福
祉
課　

　
　
　

☎
23-

2
9
8
0

き
ら
り
び
と
ス
テ
キ
で
シ
ョ
ー

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

を
中
心
に
、
歌
、
踊
り
、
楽
器
演
奏

な
ど
を
披
露
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

●
日
時　

9
月
22
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
50
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

ふ
る
さ
と
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

 in
み
や
こ
の
じ
ょ
う

　

正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
普
及
啓

発
を
図
り
、
地
域
再
発
見
を
目
的
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日
㈰　

9
時
〜

小
雨
決
行　

※
雨
天
中
止
の
場
合
は
、

11
月
18
日
㈰
に
順
延

●
集
合
場
所

　

く
ま
そ
広
場（
関
之
尾
町
）

●
コ
ー
ス　

く
ま
そ
広
場
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
に
、
関
之
尾
滝
周
辺
を

歩
く
5
㌔
と
8
㌔
の
2
コ
ー
ス

●
定
員　

先
着
3
0
0
人

●
参
加
料　

小
学
生
以
上
1
0
0
円

●
そ
の
他　

小
学
生
以
下
ま
た
は
身

体
に
障
が
い
が
あ
る
人
は
保
護
者
ま

た
は
介
護
者
の
同
伴
が
必
要

●
申　

10
月
19
日
㈮
ま
で
に
所
定
の

用
紙
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
生
涯
学
習
課
、
各
地
区
公

民
館
、
都
城
市
体
育
指
導
員
ま
で

●
問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　

☎
23-

9
5
4
6

美ミ
ス
テ
リ
ー

水
出
里
エ
コ
ツ
ア
ー

　

都
城
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
体

感
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
環
境
エ
コ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
13
日
㈯

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
15
時

●
内
容

◎
高
千
穂
牧
場
〜
乳
搾
り
体
験
、
バ 

イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト
見
学

◎
が
ま
こ
う
庵
〜
か
ま
ど
炊
飯
体
験

◎
め
だ
か
の
学
校
見
学

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保

護
者
、
20
組　

※
要
申
込

●
費
用　

5
0
0
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
、
保
険
料
込
）

●
申
・
問　

9
月
21
日
㈮
ま
で
に

　

環
境
政
策
課　

☎
23-

2
1
3
0

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

9
月
27
日
㈭　

　
　
　
　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

都
山
流
尺
八　

竹
風
会

●
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

合
同
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

●
日
時　

9
月
23
日
㈰

　
　
　
　

13
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

山
田
総
合
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

5
0
0
円

●
問　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
ス
タ
ー

ダ
ス
ト（
前
田
）

　

☎
37-

3
5
1
8

地
域
医
療
を
考
え
る
講
演
会

●
日
時　

9
月
29
日
㈯

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容

◎
ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
診
療
所
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
瀬
戸
上
健
二
郎
さ
ん

に
よ
る
講
演「
お
も
し
ろ
い
離
島

医
療
〜
離
島
医
療
に
学
ぶ
〜
」

◎
増
田
好
治
さ
ん
に
よ
る
講
演

　
「
Ｉ
Ｔ
革
命
の
下
で『
悩
み
と
提
言
』」

●
定
員　

2
9
0
人　

※
無
料

●
問　

都
城
市
郡
医
師
会
病
院

　
　
　

☎
39-

1
1
0
0

 

講
座・教
室

Course

・Class

高
齢
者
雇
用・就
業
機
会
講
習（
無
料
）

　

高
齢
者
の
雇
用
就
業
に
つ
な
げ
る

た
め
の
技
能
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象　

就
業
意
欲
の
あ
る
60
歳
代

前
半
の
人

●
講
習
内
容
・
日
程
・
募
集
期
間

講
習
内
容
・
日
程

募
集
期
間

剪せ
ん

定て
い

・
庭
管
理
講
習

10
／
11
㈭
〜
10
／
24
㈬

9
⁄
5
㈬
〜

9
⁄
25
㈫

接
客
・
販
売
マ
ナ
ー
講
習

11
⁄
5
㈪
〜
11
⁄
9
㈮

10
⁄
1
㈪
〜

10
⁄
19
㈮

子
育
て
支
援
サ
ポ
ー
ト

養
成
講
習

12
⁄
10
㈪
〜
12
⁄
14
㈮

11
⁄
5
㈪
〜

11
⁄
22
㈭

●
定
員　

20
名

●
申
・
問　

㈳
都
城
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　

☎
25-

1
0
0
0
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講
座・教
室

Course

・Class
離
乳
食
教
室

●
日
時　

9
月
28
日
㈮

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

山
之
口
シ
ル
バ
ー
ヤ
ン
グ

ふ
れ
あ
い
の
里

●
申
・
問　

こ
ど
も
課　

　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳（
無
料
）

　

65
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
、
運
動

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
教
室
で
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

●
内
容
・
日
程
・
場
所

◎
い
き
い
き
運
動
教
室

　

〜
お
茶
の
間
筋
ト
レ
〜

10
月
2
日
㈫

中
郷
地
区
公
民
館

10
月
12
日
㈮
高
城
第
５
公
民
館（
桜
木
）

10
月
16
日
㈫

中
郷
地
区
公
民
館

10
月
26
日
㈮
高
城
第
３
公
民
館（
大
井
手
）

◎
調
理
実
習
講
座
（
男
性
も
歓
迎
）

　

〜
元
気
の
出
る
食
事
を
し
よ
う
〜

10
月
15
日
㈪

小
松
原
地
区
公
民
館

10
月
18
日
㈭

志
和
池
地
区
公
民
館

◎
脳
元
気
講
座 

〜
認
知
症
を
防
ご
う
〜

10
月
1
日
㈪
け
ね
じ
ゅ
苑

10
月
4
日
㈭

庄
内
地
区
公
民
館

10
月
11
日
㈭

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
時
間　

9
時
〜
11
時
30
分

※
調
理
実
習
は
12
時
30
分
終
了

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
人
材
養
成
講
座

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
担
う

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
必
要
な
基
礎
技
術

を
習
得
す
る
た
め
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
人
材
養
成
講
座
を
開
講
し
、
企

業
へ
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

●
日
程

①
10
月
15
日
㈪
〜
19
日
㈮

②
11
月
12
日
㈪
〜
16
日
㈮

　

10
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
福

祉
医
療
専
門
学
校（
吉
尾
町
）

●
内
容

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
基
礎
講
座（
2
日
間
）

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座（
3
日
間
）

●
定
員　

各
30
人

●
募
集
期
間　

9
月
10
日
㈪
〜

●
費
用　

1
、0
0
0
円

●
申
・
問　

宮
崎
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ー
セ
ン
タ
ー
研
修
企
画
課

　

☎
0
9
8
5-

30-

5
0
5
0

組
み
込
み
系
技
術
者
短
期
養
成
講
座

　

携
帯
端
末
、
カ
ー
ナ
ビ
な
ど
の
機

器
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
開
発
す
る
た

め
に
必
要
な
基
本
的
知
識
や
技
能
、

就
職
・
再
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
22
日
㈪
〜
2
月
8
日

㈮　

9
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　

●
場
所　

①
宮
崎
県
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー
セ
ン

タ
ー（
宮
崎
市
佐
土
原
町
）

②
都
城
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
福
祉
医
療

専
門
学
校（
吉
尾
町
）

●
対
象　

組
み
込
み
系
Ｉ
Ｔ
業
界
へ

の
就
職
ま
た
は
再
就
職
希
望
者
で
、

お
お
む
ね
30
歳
以
下
。
初
心
者
可

●
定
員　

各
10
人

●
受
講
料　

無
料

●
そ
の
他　

10
月
3
日
㈬
に
都
城
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
福
祉
医
療
専
門
学
校

で
適
性
試
験
お
よ
び
面
接
を
実
施

●
申
・
問　

9
月
28
日
㈮
ま
で
に

　

履
歴
書
を
都
城
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

福
祉
医
療
専
門
学
校　

　

☎
38-

4
8
1
1

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座

　

初
心
者
を
対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
程　

11
月
5
日
㈪
〜
11
日
㈰

　
　
　
　

7
日
間
コ
ー
ス

平
日　

18
時
〜
20
時

土
・
日
曜
日　

9
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
工
業
高
等
学
校

●
内
容　

表
計
算
ソ
フ
ト
初
級
編

（
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）、
初
級
パ
ソ
コ
ン
講

座●
定
員　

30
人

●
申　

10
月
1
日
㈪
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
都
城
工
業
高
等

学
校（
〒
885-

0
0
8
4　

五
十
町

2
4
0
0
）　

●
問　

都
城
工
業
高
等
学
校

　
　
　

☎
22-

4
3
4
9

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
主
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
が
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
心
の
健
康
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

●
日
時　

9
月
21
日
㈮　

16
時
〜
、

17
時
10
分
〜
、
18
時
20
分
〜

●
定
員　

3
人

【
心
の
風
邪
予
防
講
座
】

●
日
時　

9
月
28
日
㈮

　
　
　
　

18
時
〜
21
時

●
定
員　

30
人

●
申
・
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
23-

2
0
0
1

よ
か・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
社
交
ダ
ン
ス
教
室
ウ
イ
ン
グ
】

●
日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

20
時
〜
22
時

●
場
所　

小
松
原
地
区
公
民
館

【
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス
サ
ル
サ
教
室
】

●
日
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

20
時
〜
22
時

●
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館

●
費
用　

1
回
5
0
0
円

　
　
　
　
（
冷
暖
房
費
別
）

●
申
・
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　
　
　

☎
23-

4
0
8
0
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虹
色
ク
レ
ヨ
ン
講
座（
無
料
）

●
日
時　

9
月
15
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

●
内
容　

延
岡
工
業
高
等
学
校
教
諭

高
塚
究
さ
ん
に
よ
る
講
演　
「
お
父

さ
ん
を
楽
し
も
う
！
〜
育
児
休
暇
か

ら
見
え
た
も
の
〜
」

●
対
象
・
定
員　

乳
・
幼
児
の
保
護

者
、
40
人

※
託
児
あ
り（
要
申
込
）

●
申
・
問　

9
月
13
日
㈭
ま
で
に

　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

9
5
4
5

き
ら
り
楽
習
教
室

　

初
心
者
対
象
の
教
室
で
す
。
7
人

未
満
の
場
合
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

【
整
体
ヨ
ガ
＆
ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

●
日
時　

毎
月
第
2
・
4
木
曜
日

10
月
11
日
㈭
〜　

全
6
回

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

吉
元
健
康
体
操
サ
ロ
ン

　
　
　
　
（
前
田
町
）

●
対
象
者　

成
人
女
性

●
費
用　

3
、0
0
0
円

●
申
・
問　

10
月
1
日
㈪
ま
で
に

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　

☎
23-

4
0
8
0

ろ
う
学
校
で
学
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

●
日
時

①
10
月
28
日
㈰　

10
時
〜
15
時

②
11
月
23
日
㈮　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
ろ
う
学
校

●
定
員　

各
30
人　

※
先
着
順

●
内
容　

聴
覚
障
が
い
に
つ
い
て
の

理
解
、
聴
覚
障
が
い
者
と
の
交
流

●
申
・
問　

2
週
間
前
ま
で
に
、

　

都
城
ろ
う
学
校　

　

☎
22-

0
6
8
5

き
ら
り
体
験
教
室

　

初
心
者
対
象
の
体
験
教
室
で
す
。

5
人
未
満
の
場
合
は
開
催
し
ま
せ

ん
。

【
英
会
話（
簡
単
な
日
常
会
話
）】

●
日
時　

10
月
1
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
費
用　

5
2
0
円（
冷
暖
房
費
別
）

●
申
・
問　

9
月
21
日
㈮
ま
で
に

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　

☎
23-

4
0
8
0

陸
上
競
技
審
判
員
講
習
会（
無
料
）

●
日
時
・
場
所

◎
講
義　

10
月
6
日
㈯　

17
時
〜

　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
会
議
室

◎
実
技　

10
月
7
日
㈰　

9
時
〜

　

都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

●
対
象　

新
規
に
審
判
員
資
格
を
取

得
し
た
い
人
、
初
級
者

※
競
技
歴
は
問
い
ま
せ
ん

●
そ
の
他　

登
録
料
と
し
て

3
、0
0
0
円
程
度
必
要

●
問　

市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局

　
　
　

☎
26-

4
5
1
0

 

相　

談

Counseling

行
政
相
談

●
日
程
・
場
所

9
月
15
日
㈯　

9
時
〜
12
時

岩
﨑
不
動
産
事
務
所（
高
崎
町
）

9
月
20
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
７
階

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

9
月
27
日
㈭

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
相
談（
無
料
）

　

法
人
制
度
や
申
請
手
続
き
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

9
月
19
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

市
役
所
5
階
生
活
文
化
課

●
申
・
問　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　

☎
23-

7
1
4
6

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

9
月
18
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

●
問　

工
業
振
興
課　

　
　
　

☎
23-

2
7
5
3

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
健
康
や
病
気
に
つ
い

て
、
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

●
場
所　

都
城
保
健
所

●
問　

都
城
保
健
所

　
　
　

☎
23-

4
5
0
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
常
設
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

9
月
19
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

9
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談

は
随
時
受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7
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お
知
ら
せ

Inform
ation

胃・子
宮・乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

都
城
地
域　

8
時
〜
9
時

10
／
2
㈫
庄
内
地
区
公
民
館

10
／
3
㈬
志
和
池
地
区
公
民
館

10
／
23
㈫
祝
吉
地
区
公
民
館

10
／
24
㈬
西
岳
地
区
公
民
館

高
城
地
域　

7
時
30
分
〜
9
時

10
／
3
㈬
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

10
／
4
㈭
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

10
／
5
㈮
高
城
総
合
支
所

山
之
口
地
域　

7
時
30
分
〜
9
時

10
／
16
㈫
山
之
口
地
区
公
民
館

10
／
17
㈬
山
之
口
地
区
公
民
館

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
62
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
62
年
・
60
年
・
58
年
…
）

都
城
地
域

10
／
25
㈭
祝
吉
地
区
公
民
館

9
時
〜
10
時

10
／
25
㈭
西
岳
地
区
公
民
館

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

山
之
口
地
域　

9
時
〜
10
時

10
／
23
㈫
山
之
口
地
区
公
民
館

高
城
地
域　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

10
／
23
㈫
高
城
総
合
支
所

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
42
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
42
年
・
40
年
・
38
年
…
）

高
城
地
域　

9
時
〜
16
時

10
／
23
㈫
高
城
総
合
支
所

10
／
24
㈬
高
城
総
合
支
所

●
検
診
料　

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
検

診
は
4
0
0
円
、
乳
が
ん
検
診
は

2
、0
0
0
円

※
老
人
医
療
受
給
者
、
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

平
成
19
年
4
月
以
降
に

が
ん
検
診
を
受
け
た
人
や
、
職
場
や

病
気
で
同
等
の
検
診
を
受
け
る
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

※
子
宮
、
乳
が
ん
検
診
は
、
2
年
に

1
回
受
診
で
き
ま
す

●
申
・
問

　

健
康
長
寿
課

　

☎
23-

2
7
6
5

　

山
之
口
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

☎
57-

3
1
1
1

　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
58-

6
8
0
0

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

10
月
お
よ
び
11
月
に
完
成
予
定
の

市
営
一
万
城
団
地
の
入
居
者
募
集
に

つ
い
て
、
市
営
住
宅
の
概
要
や
申
込

方
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

●
日
時

①
9
月
18
日
㈫　

14
時
〜
15
時

②
9
月
19
日
㈬　

10
時
〜
11
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
入
居
条
件

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し
て

い
る
こ
と

②
現
在
同
居
し
て
い
る
か
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族（
婚
姻

の
予
定
を
含
む
）が
い
る
こ
と

※
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
１

〜
４
級
、
生
活
保
護
受
給
者
な
ど

の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
単
身
入
居

で
き
る
団
地
も
あ
り
ま
す

③
政
令
月
収
が
20
万
円
以
下

※
政
令
月
収
と
は
、
世
帯
の
年
間
総

所
得
か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を
差
し

引
い
た
総
額
に
基
づ
い
た
平
均
月

収
を
い
い
ま
す

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
こ
と

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
●
問　

建
築
課

　
　
　

☎
23-

3
1
0
5

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則

（
整
備
基
準
関
係
）の
見
直
し

　

4
月
2
日
㈪
〜
5
月
2
日
㈬
に

行
っ
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施

行
規
則（
整
備
基
準
関
係
）
の
見
直

し
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

で
は
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
問　

障
害
福
祉
課

　
　
　

☎
23-

2
9
8
0

女
性
消
防
団

一人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
訪
問

　

女
性
消
防
団
が
、
火
災
予
防
啓
発

の
た
め
、
市
内（
総
合
支
所
管
内
を

除
く
）
の
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
自
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
訪
問
予
定
】

10
月
11
日
㈭　

五
十
市
地
区

11
月
8
日
㈭　

西
岳
地
区

12
月
6
日
㈭　

妻
ケ
丘
地
区

2
月
7
日
㈭　

庄
内
地
区（
乙
房
町
）

3
月
6
日
㈭　

小
松
原
地
区

●
問　

消
防
局
総
務
課

　
　
　

☎
22-

8
8
8
2

自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

　

9
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

で
す
。
日
本
い
の
ち
の
電
話
連
盟
で

は
、「
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
期
間　

9
月
〜
3
月
の
毎
月
10
日

●
時
間　

8
時
〜
翌
朝
8
時

　
　
　
　
（
24
時
間
、
無
料
）

●
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0-

7
3
8-

5
5
6

●
そ
の
他　

こ
の
期
間
以
外
は
各
地

域
の
い
の
ち
の
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

が
年
中
無
休
で
相
談
を
受
け
て
い
ま

す鹿
児
島
い
の
ち
の
電
話

☎
0
9
9-

2
5
0-

7
0
0
0

●
問　

障
害
福
祉
課

　
　
　

☎
23-

2
9
8
0
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健
康
増
進
施
設
休
館
に
伴
う

共
通
利
用
券
の
取
り
扱
い

　

9
月
1
日
か
ら
健
康
増
進
施
設

（
旧
神
々
の
ふ
る
さ
と
湯
・
ウ
エ
ル

ネ
ス
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
）
の
休
館
に
伴

い
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
身

体
障
が
い
者
な
ど
に
交
付
し
て
い
る

健
康
増
進
施
設
共
通
利
用
券
に
つ
い

て
は
、
利
用
券
に
書
か
れ
て
い
る
他

の
5
つ
の
施
設
で
利
用
で
き
ま
す
。

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
0
2

緑
の
募
金

　

美
し
い
郷
土
を
つ
く
り
、
緑
資
源

を
守
る
た
め
、「
緑
の
募
金
」
へ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
募
金
の
約

7
割
は
市
内
の
各
地
域
、
団
体
で
実

施
す
る
緑
化
事
業
や
み
ど
り
の
少
年

団
活
動
へ
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
募
金
窓
口
・
問

　

森
林
保
全
課　

☎
23-

2
1
5
2

年
金
受
給
者
説
明
会（
無
料
）

　

年
金
証
書
が
届
い
て
間
も
な
い
人

を
中
心
に
、
社
会
保
険
労
務
士
が
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。
す
で
に
受
給
中

の
人
や
こ
れ
か
ら
請
求
す
る
人
も
参

加
で
き
ま
す
。

●
日
時　

9
月
14
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
当
日
参
加
も
可

●
申
・
問　

宮
崎
県
年
金
受
給
者
協

会　

☎
0
9
8
5-

22-

6
0
7
5

珠
算
検
定
試
験

●
試
験
日　

10
月
28
日
㈰

●
試
験
会
場　

都
城
商
工
会
館

●
受
付　

8
月
27
日
㈪
〜

　
　
　
　

9
月
20
日
㈭

●
受
験
料

　

段
位　

2
、5
5
0
円

　

1
級　

2
、0
4
0
円

　

2
級　

1
、5
3
0
円

　

3
級　
　

1
、3
3
0
円

　

4
〜
6
級　

9
2
0
円

　

7
〜
10
級　

8
2
0
円

●
申
・
問　

都
城
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

☎
23-

0
0
0
1

就
業
構
造
基
本
調
査

　

10
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国

か
ら
抽
出
し
た
約
45
万
世
帯
の
15
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
、
普
段
何
か
収

入
に
な
る
仕
事
を
し
て
い
る
か
ど
う

か
や
就
業
に
関
す
る
希
望
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
の
雇
用

政
策
や
経
済
政
策
な
ど
の
各
種
行
政

施
策
を
立
案
す
る
際
の
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す
。

　

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に

は
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問　

情
報
政
策
課

　
　
　

☎
23-

2
1
2
0

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
・

が
ん
征
圧
月
間
・
結
核
予
防
週
間

　

9
月
は
「
健
康
増
進
普
及
月
間
」、

「
が
ん
征
圧
月
間
」
で
す
。
ま
た
、

9
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
は
「
結
核

予
防
週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
は
、
ま
ず
「
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
り
、
自
分
で
つ

く
る
」
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
見
直
す
と
と
も
に
健
康
診
断
を
受

け
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
9/16
（日）

共立医院（内） 22-0213
政所医院（内・小） 58-2171
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
柳田病院（脳・外） 22-4862
小牧病院（整） 24-1212
くぼた眼科（眼） 26-3100
とだか歯科医院 21-3618

9/17
（月）

城南病院（小・内） 26-3662
いづみ内科（内） 22-7111
あきづき医院（内・心内） 36-0534
マドコロ外科（外・胃・整） 22-0138
速見医院（泌） 24-8344
中山産婦人科（産・婦） 23-8815
財部歯科医院 38-0467

9/23
（日）

田中内科（内） 23-5872
園田光正内科（内） 38-5115
河村医院（内・小） 39-5868
西平外科（外・胃） 25-5551
酒井皮膚科（皮） 25-5322
すみ産婦人科（産・婦） 23-1152
たぐち歯科医院 38-3330

9/24
（月）

藤元上町（内） 23-4000
児玉小児科（小） 25-5570
佐々木医院（内） 62-1103
野口脳神経外科（脳外科） 47-1800
横山病院（泌） 22-2806
小山田眼科（眼） 22-0710
武田歯科医院 23-8238

9/30
（日）

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
沖水こどもクリニック（小） 27-5656
畠中医院（内） 52-6000
飯田整形外科クリニック（整） 46-5115
姉川医院（皮・泌） 22-2205
いそいち産婦人科（産・婦） 22-4585
とほく歯科医院 38-4188

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください

◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp

●休日当番薬局
9 /16㈰ 坂口調剤、ひかり、くげ、たかお、

高城、東町
9 /17㈪ マーガレット、すずかけ、平江調剤
9 /23㈰ 高城、きたはら、フクシマ、つかさ
9 /24㈪ ひむか都城上町、いざき
9 /30㈰ プリマリー、沖水、日研
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

国際交流員
のひとりごと

休 館 日 9月17・18・23～30日
10月1・4・8・9・15日

開館時間 9：30～18：50

9/8
～10/13

9月

8日㈯～
  20日㈭

のちの雛
ひな

展　［旧後藤家商家交流資料館］
問旧後藤家商家交流資料館　☎ 58-6900

16日㈰
14:00～

山之口麓文弥節人形浄瑠璃定期公演 ［人形の館］
問山之口生涯学習課　☎ 57-3111

22日㈯
13:30～

男女共同参画講演会　［総合文化ホール］
問生活文化課　☎ 23-2121

22日㈯
14:00～

きらりびとステキでショー　［交流プラザ］
問きらりネット都城　☎ 23-4080

22日㈯
19:00～

YBOジャズカルテットライブ　
［旧後藤家商家交流資料館］
問旧後藤家商家交流資料館　☎ 58-6900

22日㈯～
24日㈪

おもと美術品評会　［交流プラザ］
問日本おもと協会都城支部　☎ 36-0978

25日㈫～
28日㈮

自殺予防パネル展　［市役所１階市民サロン］
問障害福祉課　☎ 23-2980

10月

3日㈬
19:00～

ＭＪ音楽会2007　［総合文化ホール］
問文化振興財団　☎ 23-7140

5日㈮～
12月9日㈰

企画展「都城盆地の弥生ムラと大阪の弥生ムラ」
［都城歴史資料館］　問文化財課　☎ 23-9547

13日㈯
17:00～

清涼の風祭り　［願心寺（庄内町）］
問清涼の風祭り実行委員会（山元）　☎ 37-0670

都城での初体験
　最近、よく「都城はどうですか？」
と聞かれますが、一言で言い表すのは難しいことです。国
際交流員として中国の紹介をしたり、中国語講座を開い
たり、学校訪問したり、テレビやラジオに出演したり、と
いろいろな仕事に真剣に取り組んでいます。中国の事を
伝えることで日本の事を勉強でき、両国の相違点を比べ
ることができます。また、日本の多様な異国情緒も経験し
ています。お祭りとか、和太鼓とか、日本舞踊など独特
な日本文化の雰囲気を味わうことは特に有意義だと思い
ます。おかげ祭りのおみこし、あやめ祭りのジャンカン馬
踊り、花火大会はどれも神秘的で本当に素晴らしいもの
です。和太鼓をたたいた時、足も腰も手もすぐ疲れてしまっ
て、「言うはやすく、行うは難し」だと思いました。都城の
盆地まつりはすごく有名だと聞いていたので、踊り連に参
加するだけじゃなく、ヤッサヤッサコンテストにも参加しま
した。もう残暑の時季ですが、ぬきもぬきね！　これから
も、こん良かみやこんじょを、どっさい楽しみます。

艾豊（がいほう）さん
（中国） Vol.2

本とお話の会
●日時・内容　
　10月13日㈯　14：30～　かめのおつかい

都城おかしむじ会　愉快な四人語り
　４人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　10月6日㈯　14：30 ～15：00
●対象　児童から大人まで、20人程度
●演目　あまんじゃくなカエル、クラゲ骨なし
　　　　善助爺

じい

さんとガラッパどん（3話）

移動図書館

くれよん号巡回予定
日　程 巡　回　場　所 巡回時間

9/19 ㈬
県営北原団地
丸野小学校
志和池小学校

10：50～11：20
13：00～13：50
14：30～16：00

10/10 ㈬
西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：20～15：30

10/2 ㈫
庄内地区公民館
夏尾小学校
菓子野小学校

10：45～11：15
13：00～13：30
14：30～16：00

10/13 ㈯
祝吉地区公民館
沖水小学校
ミートショップながやま志比田店

10：50～11：30
13：00～14：00
14：30～15：10

10/3 ㈬ 川東小学校
志和池小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

10/5 ㈮ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

9/21 ㈮ 中郷地区公民館
安久小学校

11：00～11：30
13：00～14：00

10/6 ㈯
久保原西自治公民館
鷹尾五丁目自治公民館
市営都原団地

13：00～13：40
14：00～14：30
14：50～15：30

9/20 ㈭
小松原地区公民館
乙房小学校
横市地区公民館

10：50～11：20
13：00～13：50
14：30～15：30

10/11 ㈭
小松原地区公民館
乙房小学校
横市地区公民館

10：40～11：10
13：00～13：50
14：30～15：15

9/22 ㈯ 高城地区公民館
山之口地区公民館

13：00～14：00
14：40～15：30

※9月16日～10月15日の日程※ [　　]内は場所　問は問い合わせ先
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編 集 後 記

　
■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　9月18日・25日  10月1日～12日
　　　　10月15日
・第54回都城市美展（9月14日～30日）

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小・中学生 100 円
休館日　9月18日・25日 10月1日・9日・15日
※ 9月19日・20日はくん蒸のため臨時休館

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小・中学生 100 円
休館日　9月18日・25日 10月1日・9日・15日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小・中学生 100 円
　　　　※公演がある場合は別料金
休館日　9月18日・25日 10月1日・9日・15日

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金・土曜日の19：00～22：00
　　　　　土・日・祝日の9：30～17：00

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・中秋の名月鑑賞会　9月25日
・冥王星お別れ会　9月30日まで
・たちばな天文台16周年記念星見会 10月5日

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　9月18日・25日 10月1日・9日・15日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小・中学生 100 円
休館日　9月18日・25日 10月1日・9日・15日

※9月16日～10月15日の日程

残暑厳しい中、汗まみれになりながらリンゴ狩
りを楽しむ子どもたちの姿を写真に撮り、こ
んなに早い時期にリンゴ狩りができる驚きと、
たくさんの実をつけるまでの苦労を肌で感じて
きました。満面の笑みを浮かべながらリンゴ
をもぎ取る子どもたち。何か元気をもらったよ
うな気がし、あらためて平和の尊さを感じまし
た。まだまだ残暑は続きそうですが、暑さに
負けず取材に頑張ります。（栗）

問①平成19年10月22日に開館 1周年を迎え
るのは、都城市総合○○ホール

問②島津氏が戦勝祈願成就のお礼に、大名
行列を仕立てて馬を献上した様子を再
現した民俗文化財は、花木○○馬

問③学校へ行こうで紹介された乙房小の学
校のシンボルは、○○○○の木

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号と、わたしの一言、9月号
を読んでの感想を書いて、
〒885-8555　市役所秘書広報課まで。
正解者の中から抽
選で１人に、プレゼ
ントを差し上げます。

◎プレゼント
・都城地場産品詰め合わせ
　（黒豚カレー、黒豆麦茶、鶏炭火焼、は
ちみつ日向夏ドリンク、パリポリ漬、高菜漬、
地獄そうめん一丁目、だったん蕎

そ

麦
ば

）
◎商品取り扱い事業者
「道の駅」都城（都北町）　☎ 38-4561

◎応募締切　10月1日㈪　当日消印有効
◎発　　表　本紙 11月号
◎ 7月号当選者  寺田  光子さん（上長飯町）
今年の春に都城に引っ越して来て、都城の
人たちの人柄の良さに感動しています。い
ろいろなイベントの情報提供の幅を広げて
ほしいです。

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　毎日5回・10分間放送
　① 6：50 ～　② 11：50 ～
　③ 17：50 ～　④ 21：20 ～
　⑤ 23：50 ～
　＜今後の放送予定＞
　9月11日～20日
　　「MJインフォメーション」
　9月21日～30日
　　「都城市美術展」
　10月1日～10日
　　「自治公民館活動の紹介①」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：20 ～12：35）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成19年8月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,367世帯 （　　－20）
人口総数　169,513　人 （　　－89）
　　　男　　79,323　人 （　　－68）
　　　女　　90,190　人 （　　－21）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
日本最南端のリンゴ狩り
　蓑原町の多田りんご園に地元の幼稚
園児ら25 人が招待され、日本最南端
のリンゴ狩りを楽しみました。背伸びをし
たり、先生に抱きかかえられたりしながら
赤く色付いたリンゴをもぎ取った園児たち
は大はしゃぎ。袋に詰めたリンゴを重たそ
うにしながらも、笑顔を見せていました。

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・人の風景で紹介された中山先生に初めての陶
芸体験をさせていただきました。本当に丁寧な
指導に感謝しています。 （太郎坊町Ｎさん）

・７月から８月にかけては六月灯や祭りが目白押
しなので、とても楽しみです。（都北町Ｉさん）

・ひまわりの畑を見学しました。目を見張るよ
うな黄色のひまわり畑でした。種まきから花
が咲くまで並 な々らぬ苦労と努力の毎日だっ
たことと思います。表紙のひまわりを見て力
がわきました。 （菓子野町Ｕさん）

・学びのススメで紹介されている「たちばな天文
台」で夏休みにいろいろな教室が開かれてい
ることを知りました。夏休みを利用して子ども
と参加したいと思います。 （郡元町Ｙさん）

・中１、小６、小４、小２と４人の食べ盛り
の子どもを持つ親として、地元でとれる安心、
安全でおいしいものを食卓に並べたいと思う
日 で々す。 （鷹尾三丁目Ⅰさん）

施設案内　　広報クイズ第21回

 7 月号クイズ結果　応募総数 29通
 ◎正　解　 ①六　　②竹楽
 　　　　　 ③川
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かかしの里パークゴルフ場（山田町）
霧島を望む九州最大級のコース

　雄大な高千穂峰を眺めながらプレーできる
「かかしの里パークゴルフ場」。
　６コース・全54ホールは九州最大級の規模
を誇り、全国大会をはじめ、さまざまな大会が
定期的に開催される人気のコースです。
　豊かな自然の中、子どもから高齢者までプ
レーできるように設計されたコースは比較的平
坦で、世代を超えて気軽にパークゴルフを楽し
めます。敷地内にはレストラン完備のクラブハ
ウスもあり、休憩しながら終日プレーを楽しむ
人の姿も見かけます。
　また、隣接する一堂ケ丘公園には大型の遊具
施設や流れるプールを完備。春にはサクラも咲
き誇り、一年を通じて楽しめるスポットとして
人気です。

vol.9

施設案内
●利用時間　６月～９月　８：00～18：00
※年中無休　10月～５月　９：00～17：00

●料　　金　［１日プレー料］
　　　　　　高 校 生 以 上　450 円
　　　　　　中 学 生 以 下　200 円
　　　　　　［貸しクラブ］　50 円

●問い合わせ　かかしの里パークゴルフ場　TEL 64-3888

M
iyakonojo City Public Relations , M

iyazaki

INFORMATION

開館１周年記念プレコンサート

「ＭＪ音楽会2007」
都城在住・出身のクラシック系アーティストによる都城市
総合文化ホール開館１周年記念のプレコンサートです。

●日時：10月３日（水）18：30開場　19：00開演
●場所：都城市総合文化ホール・中ホール
●料金：【全席自由】2,000円（当日 2,500円）
　　　　※未就学児入場不可（託児あり）
●問い合わせ：都城市文化振興財団　TEL 23-7140
　　　　　　　（チケット専用電話　TEL 23-7190）

黒木真弓（ソプラノ） 山内達哉（バイオリン）

●日時：10月27日（土）18:30開場　19:00開演
●場所：ウエルネス交流プラザ・ムジカホール
●料金：【全席指定】一般 4,500円
　　　　小～高校生 2,500円（プラトモ会員は200円引き）
●問い合わせ：都城まちづくり株式会社　TEL 26-1100

Falling In Love,Again

小曽根 真小曽根 真
ピアノ ソロ コンサートピアノ ソロ コンサート

第12回

集まり、交わり、楽しむ舞台
　　　まちづくりネットワークの拠点

ウエルネス交流プラザでは、
「まちなかにおしゃれして出
掛ける楽しみ」を味わってい
ただくため、『ムジカの夕べ』
というコンサート事業を年３
回行なっています。

●GS

●山田総合支所
●山田運動公園

●かかし館

　山田●
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